
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧
誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもの
であり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であ
り、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許
諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。

（注）データは2018年12月31日～2020年11月9日。
S&P先進国REIT指数の各国・地域REIT指数（配当込）、
現地通貨ベース。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

2020年11月9日 投資環境の見通し（2020年11月号）「強力なリフレ政策」

2020年11月9日 リート市場の振り返り（2020年10月）

【各国・地域のリート推移】

2020年11月10日

不透明感解消し上昇に転じる
アジア・オセアニアのリート市場は米大統領選を通過し反発

 シンガポール市場は政府の徹底した感染対策が高く評価されています。また、産業施設セクターでは、eコ

マースを含めて中国・ベトナム・マレーシアなどアジア太平洋で消費が拡大する都市で、近代的な物流施設の

ニーズを取り込むなど、引き続き堅調な業績が予想されます。大規模増資が懸念されますが、価格調整は短

期的なものにとどまり、概ね堅調に推移するとみています。

 オーストラリア市場は、政府の積極的な財政政策や豪州準備銀行（RBA）の金融緩和が下支えとなり、上

向きの推移を予想します。所得税減税などとともに、初回住宅購入者向け優遇策の拡充などから住宅開発

販売のリートの業績動向が注目されます。一方、香港市場はレンジでの推移を想定します。政治的に中国の

影響力が高まる中、一部の資金が国外に流出する可能性があるためです。

 10月のアジア・オセアニアのリート市場は全ての市場が

下落しました。シンガポールは、米長期債利回りの上昇

を受けてリートから株式へシフトしたとみられる動きや、

大型増資による需給悪化懸念などから前月比

▲7.0％下落しました。香港は、消費の回復の鈍さか

ら商業施設関連が軟調となり同▲5.5％下落しました。

その他、米欧での新型コロナ感染再拡大によって投資

家心理が悪化したことなどが背景となりました。

 しかし11月3日以降は米大統領選を巡る不透明感が

やや解消し、市場にリスク選好的な動きが広がったこと

などから上昇に転じました。9日現在、アジア・パシフィッ

ク・リート指数（除く日本、現地通貨ベース）は9月末

比＋4.5％、香港は同＋0.4％、シンガポールは同

▲0.7％、オーストラリアは同＋8.5％となっています。

アジア・オセアニアリートは
10月の下落後、反発へ

 市場では米大統領選を巡る不透明感がやや解消し、ワクチンの動向を含め、新型コロナ感染再拡大やその

影響が再び注目されるとみられます。欧米では都市封鎖（ロックダウン）や行動制限の再導入などが報じられ

ていますが、現時点でアジア・オセアニア域内の新型コロナ感染状況は総じて落ち着いています。防疫体制が

堅固で新型コロナの感染が抑制されている国同士での隔離期間なしの往来が協議される中、人の往来の再

開が消費の回復につながることが期待されています。

新型コロナの感染再拡大で、各国の感染対策・状況に注目

（2018年12月31日＝100）

中国を含むアジアの消費拡大を取り込むシンガポールは高評価
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https://www.smam-jp.com/documents/www/market/kichikawa/houseview/202011houseview.pdf
https://www.smam-jp.com/documents/www/market/report/lastmonth/global/reitmonthly2010.pdf

